
60年ぶりに里帰りした岡部隕石（左上）について語る米田成一・国立科学博物館理化学グループ長（11月25日、埼玉工業大学で行われた記念講演会で／ 2・3面へ）
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60
年
ぶ
り
に
地
元
・
岡
部
へ

　

講
演
会
に
は
隕い

ん

石
や
天
文
学
の
専

門
家
が
集
結
し
た
。
国
立
科
学
博
物

館
の
米
田
成し

げ
か
ず一
・
理
化
学
グ
ル
ー
プ

長
は
隕
石
の
基
本
を
解
説
、「
長
い

間
宇
宙
空
間
に
あ
っ
た
隕
石
が
地
球

に
落
ち
て
く
る
と
、
普
通
の
岩
石
に

は
存
在
し
な
い
放
射
線
が
測
定
で
き

ま
す
」
と
、
大
隕
石
雨
と
な
っ
た
つ

く
ば
隕
石
（
１
９
９
６
年
・
茨
城

県
）
を
調
査
し
た
経
験
を
語
っ
た
。

ま
た
現
在
国
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る

52
の
隕
石
の
う
ち
、
落
下
が
記
録
さ

　

米
田
氏
は
こ
の
日
特
別
に
、
普
段

は
東
京
・
上
野
で
常
設
展
示
さ
れ
て

い
る
岡
部
隕
石
を
持
参
し
て
い
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
に
入
っ
た
隕
石

の
実
物
が
会
場
内
を
手
渡
し
で
回
覧

さ
れ
る
と
、
60
年
ぶ
り
に
地
元
へ
帰

っ
て
き
た
そ
の
姿
を
嬉
し
そ
う
に
ス

マ
ホ
で
撮
影
す
る
姿
が
目
立
っ
た
。

隕
石
は
ど
こ
か
ら
？

　

そ
も
そ
も
隕
石
は
ど
こ
か
ら
や
っ

て
く
る
の
か
？ 

三み
こ
う
ち

河
内
岳た

か
し・

東
京

大
学
総
合
博
物
館
教
授
は
隕
石
の
分

類
や
、
そ
の
母
天
体
が
小
惑
星
で
あ

る
こ
と
、
小
惑
星
が
約
46
億
年
前
の

太
陽
系
形
成
時
に
生
ま
れ
た
小
天
体

の
残
骸
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
説
明
し
た
。

小
惑
星
が
導
く
宇
宙

　

渡わ
た
な
べ部

潤
一
・
国
立
天
文
台
副
台

長
は
、
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
隕
石

（
２
０
１
３
年
・
ロ
シ
ア
）
の
衝
撃

波
に
よ
り
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
映
像

な
ど
を
紹
介
。「
隕
石
は
い
つ
ど
こ

に
落
ち
て
く
る
か
予
想
で
き
ず
た
い

へ
ん
危
険
。
大
き
さ
が
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ク
ラ
ス
の
小
惑
星
は
約
60
万
個

発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
１
０
０
メ
ー

ト
ル
以
下
だ
と
知
ら
れ
て
い
な
い
も

の
も
多
い
。
地
球
の
周
り
に
は
、
そ

ん
な
物
質
が
ウ
ヨ
ウ
ヨ
漂
っ
て
い
ま

す
」
と
、
地
球
に
接
近
す
る
小
天
体

の
発
見
・
監
視
を
目
的
と
す
る
「
日

本
ス
ペ
ー
ス
ガ
ー
ド
協
会
」
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

　

さ
ら
に
現
在
、
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ

ウ
を
周
回
中
の
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ

２
」
に
つ
い
て
、「
地
球
の
よ
う
に

熱
に
よ
る
変
成
を
う
け
た
惑
星
は
分

離
し
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
よ
う
な
も

の
で
、
表
面
だ
け
調
べ
て
も
全
体
は

分
か
ら
な
い
。
で
も
小
惑
星
は
分
離

す
る
前
の
材
料
の
状
態
。
つ
ま
り
、

太
陽
系
や
生
命
の
起
源
を
知
る
手
が

か
り
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
す
」
と
、
探
査
機
が
持
ち
帰
る
資

料
（
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
）
の
意
義

を
語
っ
た
。

　

途
中
か
ら
山
岡
均ひ

と
し・
国
立
天
文
台

広
報
室
長
も
飛
び
入
り
参
加
、
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
た
巧
み
な
話
術
に
笑
い

も
沸
き
起
こ
り
、
来
場
者
は
メ
モ
を

と
り
な
が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
「
隕
石
に
は
46
億

年
よ
り
前
の
物
質
は
含
ま
れ
て
い
る

の
か
？
」「
冥
王
星
に
代
わ
る
第
９

惑
星
発
見
の
可
能
性
は
？
」
と
い
う

質
問
が
飛
び
出
し
た
。
ま
た
「
我
が

家
に
も
隕
石
ら
し
き
石
が
あ
る
」

「
狭さ

山や
ま

隕
石
（
１
９
８
６
年
・
埼
玉

県
）
の
イ
ベ
ン
ト
も
や
っ
て
ほ
し

い
」、
年
配
の
方
か
ら
は
「
久
し
ぶ

り
に
勉
強
し
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
た
。

　

最
後
の
抽
選
会
で
１
等
賞
（
岡
部

隕
石
の
レ
プ
リ
カ
）
を
当
て
た
男
性

が
「
茨
城
か
ら
来
ま
し
た
“
オ
カ
ベ
”

で
す
」
と
挨
拶
す
る
と
、
そ
の
偶
然

に
場
内
は
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
た
。

　

隕い
ん

石
が
落
ち
た
場
所
を
、
地
域
の
宝
と
し
て
伝
え
た
い

─
。
１
９
５
８
年
11
月
26
日
、
埼
玉
県
深
谷
市
で
畑
仕
事

を
し
て
い
た
父
子
を
危
う
く
直
撃
し
そ
う
に
な
っ
た
「
岡
部

隕
石
」
の
落
下
か
ら
60
年
に
あ
た
る
11
月
25
日
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
調
達
し
た
記
念
碑
の
除
幕
式
が
現

地
で
行
わ
れ
た
。
同
日
、
近
く
の
埼
玉
工
業
大
学
で
講
演
会

が
開
か
れ
、
岡
部
隕
石
の
実
物
が
、
収
蔵
先
で
あ
る
国
立
科

学
博
物
館
か
ら
１
日
限
り
の
里
帰
り
を
は
た
し
た
。

�

写
真
提
供
・
岡
部
隕
石
60
年
の
会

（右）別会場の子ども向けのモ
バイルプラネタリウムでは、隕石
について学ぶ特別投影が行わ
れた

（上）会場となった埼玉工業大・
ものづくり研究センター。記念イ
ベントは400人近くが集まった

（中）各国の研究機関に提供さ
れ、半分ほどの大きさとなった
岡部隕石。断面に球粒隕石の
特徴であるたくさんの粒（コンド
リュール）が見える

46億年前の隕石、60年ぶり里帰り

れ
た
世
界
最
古
の
隕
石
と
い
わ
れ
る

直の
お
が
た方
隕
石
（
貞
観
三
年
〈
８
６
１
〉・

福
岡
県
）、
民
家
の
屋
根
か
ら
床

下
ま
で
突
き
貫
け
た
美み

ほ
の
せ
き

保
関
隕
石

（
１
９
９
２
年
・
島
根
県
）
な
ど
の

写
真
を
紹
介
す
る
と
、
来
場
者
は
興

味
深
げ
に
画
面
に
見
入
っ
た
。

米田成一氏

三河内岳氏

渡部潤一氏

「
岡
部
隕
石
」
落
下
60
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
「
小
惑
星
や
隕
石
は
化
石
の
よ
う

な
も
の
。
そ
の
成
分
や
構
造
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
太
陽
系
の
成
り
立
ち

に
迫
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

70
年
代
以
降
、
隕
石
が
大
量
に
見

つ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
南
極
で
の
研

究
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。
一
面
の
白

い
氷
原
で
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
を
運
転
、

点
在
す
る
黒
い
隕
石
を
収
集
す
る
映

像
を
示
し
、「
約
20
日
間
で
４
０
０

個
を
集
め
ま
し
た
」
と
言
う
と
、
会

場
か
ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。

小惑星探査に向かう「はやぶさ2」のイメージ

提供・池下章裕

落下経路に新事実
国立科学博物館のデータベース修正へ
　岡部隕石の落下時には、青空に白い尾を引く火球が関東各
地で目撃されている。その飛来経路は従来「南から北」とされ
ていたが、2017年に当時の報告を再調査したところ矛盾点
が判明、さらに新たな目撃者も現れた。これらをもとに佐藤
幹哉氏（日本流星研究会）が検証を行い、流星の経路は「北西
から南東」と結論づけられた。
　この新事実は2018年、日本天文学会で発表された。これを
うけて、国立科学博物館のウェブサイトや展示室で公開中の
隕石データベースの情報も訂正される見通しだ。

隕石の母天体である小惑星は、
火星と木星の軌道の間に多く
存在する（小惑星帯）

「宇宙に興味もつきっかけに」
岡部隕石の発見者・山﨑政雄さん（80）

　目の前に隕石が落下するという、世界的に
も稀な経験をもつ山﨑さんは、60年間にわ
たり落下地点を保存してきた。しかしどうす
るあてもなく、「隕石のことは自分だけの思
い出にしよう」と諦めかけていたところ、現
地を訪れた星景写真家・飯島裕さん（60）と
の出会いをきっかけに、記念碑建立のための
クラウドファンディングが実現。全国の100
人以上から140万円を超える支援を集めた。
　「皆さんのご支援で記念碑を作ることができ、たいへん嬉しい。
深谷市の新しい名所のひとつとして、星や宇宙に興味をもつきっ
かけになってくれれば」と山﨑さんは期待する。
　講演会では飯島さんと対談、会場から「なぜ高額で買い取り
たいという申し出を断って国立科学博物館に寄付したのか」と

いう質問が出ると、「私は当時
20歳、持ちなれない大金を持
つと、ろくなことにならないと
親父は考えたんでしょう。勿体
ないと思ったけど、今はその判
断を尊敬しています」と答えた。

【主催】岡部隕石60年の会 【後援】深谷市／読売新聞社
【協力】埼玉工業大学／株式会社フィールド・スタディ
株式会社星の手帖社／株式会社アストロアーツ（月刊「星ナビ」編集部）

60年ぶりに岡部隕石の実物を手にした山﨑さん（左）と米田氏

飯島裕さん

老人ホーム「エンゼルの丘」（深谷市今
泉）駐車場に位置する落下記念碑と標石
（奥）。ステンレス製の記念碑は表面に実
物大のブロンズレリーフがあしらわれ、裏面
には支援者の名前が刻まれている
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豊かな表現 あふれる情熱
　論理的な思考力や説得力を画像や映像資料を交えて
英語で競う「第７回全国学生英語プレゼンテーションコ
ンテスト」（主催・神田外語グループ、読売新聞社）が
12月1日、東京都千代田区のよみうり大手町ホール
で開かれた。39都道府県の大学・専門学校などから、
過去最多となる165校759人が応募。2次予選を勝
ち抜いた個人5人、グループ5組が熱のこもったプレ
ゼンテーション（企画発表）を繰り広げた。

情
熱
的
で
多
様
な
ア
イ
デ
ア

沼
田
貞
昭 

審
査
員
長 

（
日
本
英
語
交
流
連
盟
会
長
）

　
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
ア
イ
デ
ア
の
発
表

ば
か
り
だ
っ
た
。英
語
力
は
、大
変
優
れ
た
レ
ベ

ル
の
人
も
改
善
の
余
地
の
あ
る
人
も
い
た
が
、い

ず
れ
も
情
熱
的
で
力
を
こ
め
た
発
表
で
、自
分
の

意
見
を
き
ち
ん
と
表
現
で
き
て
い
た
。

練
り
に
練
っ
た
発
表
に
感
銘

川
﨑
悦
子 

氏

（
日
本
政
府
観
光
局
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部
長
）

　
自
分
の
考
え
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考

え
て
、練
り
に
練
っ
た
発
表
ば
か
り
で
、豊
か
な

表
現
に
感
銘
を
受
け
た
。会
場
か
ら
の
質
問
も

多
く
、聞
く
側
も
学
ぶ
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
の
が

素
晴
ら
し
い
。

米
国
に
留
学
し
て

ス
ペ
ン
サ
ー・サ
リ
バ
ー 

氏

 

（
在
日
米
国
大
使
館
領
事
部
副
領
事
）

　
い
ず
れ
の
発
表
も
表
現
力
が
あ
り
、創
造
力
が

あ
っ
て
、コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
が
で
き
た
こ
と
は

い
い
経
験
だ
っ
た
。皆
さ
ん
に
米
国
に
留
学
し

て
ほ
し
い
。

毎
年
レ
ベ
ル
が
向
上

杉
浦
康
之 

氏 

（
東
洋
文
庫
専
務
理
事
）

　
受
賞
者
は
過
去
の
発
表
を
動
画
サ
イ
ト
で
見

て
研
究
し
て
き
た
そ
う
だ
。映
像
を
何
回
も
見

て
自
分
の
も
の
に
す
る
練
習
は
、成
長
の
ス
ピ
ー

ド
を
速
め
る
。審
査
員
は
３
回
目
だ
が
、毎
年
レ

ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

努
力
を
高
く
評
価

竹
本
和
彦 
氏

 

（
国
連
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
所
長
）

　
調
査
を
重
ね
、事
実
関
係
を
し
っ
か
り
押
さ
え

る
努
力
を
し
て
い
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
い
。

社
会
に
出
る
前
に
様
々
な
活
動
に
挑
戦
し
て
、将

来
に
生
か
す
こ
と
が
大
切
だ
。

高
い
社
会
貢
献
意
識

ト
ム・メ
イ
ー
ズ 

氏 （
中
外
製
薬
人
事
部

 

タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
課
長
）

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
は
っ
き
り
し
て
い
た
。ス
ラ

イ
ド
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
シ
ン
プ
ル
で
文
字
は
最

小
限
。ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
ら
し
く
社
会
貢
献
し

た
い
と
い
う
意
識
の
高
さ
も
印
象
的
だ
っ
た
。

模
範
的
な
表
現
力

キ
リ・フ
ォ
ー
ル
ス 

氏 

（
ジ
ャ
パ
ン・ニ
ュ
ー
ズ
記
者
）

　
提
案
や
企
画
を
伝
え
る
情
熱
が
印
象
深
か
っ

た
。英
語
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、そ
れ
を
伝
え

る
表
現
力
も
模
範
的
だ
。今
後
も
創
造
的
で
新

し
い
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
、そ
れ
を
自
信
を
持
っ
て

伝
え
る
努
力
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
。

　個人の部
で 優秀賞 に

選ばれた寺西さんは、
八丈島（東京都）の夜
の観光ツアーを提案
した。
　冒頭、「６８５２」とい
う数字をスクリーン
に映し出した。これは、
日本にある島の数と
いう。その一つ、八丈
島を外国人観光客に
訪れてもらい、大自然

　大学の研究でプラスチックのごみによる海洋汚染問題
に関心を持っていたディサーラさん、人前での話が苦手で

それを克服したかったディルシャーニさんの２人組が昨年のトップ
５０から大躍進した。
　大阪女学院大に留学するスリランカ出身の２人は、大阪市内の
中学でインターンシップに参加した際、生徒が環境問題を知識とし
て学ぶだけで解決を目指して実践する機会が少ないことを知り、実
践を交えたワークショップ形式の環境教育プログラムを提案した。
　プログラムの対象は「活発で好奇心あふれる」中学生。指導には
大学生があたる。ワークショップ前の２週間に生徒はプラスチック
のごみを集めて参加する。そのプラごみを当日、用意した、形・大き
さのそろった空のペットボトルに丈夫な棒で詰め込んでいけば「エ
コブリック」と名付けた簡易れんがの完成だ。
　午前中にプラごみによる海洋汚染問題を学び、エコブリックの作
り方を学ぶ。そして午後に自分の手で作る。このエコブリックを集

【後援】文部科学省／外務省／米国大使館／国立大学協会／公立
大学協会／日本私立大学団体連合会／全国外国語教育振興協会
／東京都専修学校各種学校協会
【協賛】共立メンテナンス／イオン／フジタ／みずほ銀行／三菱商事
【特別協力】全日本空輸／ＡＯＫＩ／イオン環境財団
【協力】観音温泉／三京エンタープライズ

全国学生英語プレゼンテーションコンテスト
グローバル社会での活躍を目指す学生に、スキルアップの場を
提供しようと２０１２年に始まった。出場者は、毎年提示される複
数のテーマから一つを選んで発表する。制限時間１０分以内
の発表後は、英語による審査員との質疑応答が行われる。審
査は内容・構成（５０点）、口頭発表・説得力（３０点）、質疑応答
（２０点）で行われる。

八
丈
島
の
魅
力
Ｐ
Ｒ

「
実
践
」
提
示
し
大
躍
進

優秀賞  （個人の部） 寺西未有 さん （東京理科大２年）優秀賞 （グループの部） サンダリ・ディルシャーニ さん （大阪女学院大２年）
フラナンド・ディサーラ さん （同）

を体感してもらうというのがツアーのテーマだ。
　目玉は八丈富士（西山）に登り、山頂で行うヨガと、八

や
重
え

根
ね

港での
ＳＵＰ（Ｓｔａｎｄ Ｕｐ Ｐａｄｄｌｅ、立ちこぎボード）。どちらも美しい星空
などを楽しむことができる、夜の島ならではの体験だ。「想像を超え
る非日常の世界を保証します」と力説した。
　北海道出身だが、大学の友人の出身地が八丈島だった。夏休み
を利用して訪問し、観光協会などを訪れるうちに、観光に興味を持
った。都立八丈高校の生徒にアンケートをとり、地元の意向を確認
しながらツアーの内容を組み立て、星空の写真は自ら撮影した。
　英語の滑らかさはもちろん、視覚にも訴えた発表は、審査員に「八
丈島に行ってみたくなった」と言わしめるほどだった。

めれば、耐久性に優れ、環
境に優しい家具やいす、家
も作れると紹介した。
　エコブリックを写真では
なく実物で見せ、服装にも
凝って印象付けた。

海洋プラスチック汚染の恐ろしさを訴え
るサンダリ・ディルシャーニさん（左）とフ
ラナンド・ディサーラさん

八丈島の星空をバックに語りかける寺西さん

Theme
1

Theme
2

　浅見さんは、この日のために購入したコックコートと帽子を
身に着け、タイの特産品の「コオロギ粉」をイタリアに売り込

みたいとアピールした。コオロギは、たんぱく質や食物繊維を多く含
む健康食材でダイエットにも最適という。昆虫食への嫌悪感について、
粉なら受け入れられると主張。自分で焼いたコオロギパンを手に、粉

衣
装
や
楽
器
で
工
夫

インプレッシブ賞 【個人の部】浅見龍之介 さん（慶応大３年）　【グループの部】片岡永理奈 さん（筑波大３年）、森田美咲 さん（同）

　片岡さんと森田さんは高校時代からの友人。出身地・富山
県の合掌造りで世界遺産に登録されている五箇山（ごかやま）

の夜のツアーを紹介した。最初は「他のテーマでの応募を考えた」（森
田さん）が、やはり地元の観光地以上に感情を込められるものがなく、
五箇山に決めたという。合掌造りというと岐阜県の白川郷ばかりが
注目され、観光客数も半分以下。しかし、五箇山には白川郷にはない

Theme
3

Theme
1

五箇山でこきりこ節に触れるツアーを提案した片岡さん
（右）と森田さん料理人に姿で、プレゼンテーションを展開した浅見さん

ものがある、と説き、木板
を束ねた楽器「ささら」を
打ち鳴らしながらこきりこ
節を熱演、息の合ったとこ
ろを見せた。
　審査員からは「郷土愛
を感じた。こきりこ節もぜ
ひ聞きたい」との声も出た。

の有効性をユーモアたっぷ
りに説明し、パスタ好きのイ
タリア人好みだと訴えた。
　表彰式で「私の目的は聴
衆を楽しませること。楽しん
でくれましたか？」と語ったよ
うに、エンターテインメントに
徹した発表は会場をひとき
わ沸かせた。

最優秀賞の喜びを語る（左から）奥、江島、大坪さん

3人は高校時代のクラスメート。プレゼンの論理構成は高く評価された

　３人は神戸市立葺
ふき

合
あい

高校・国際
科時代のクラスメートで、英語とプ

レゼンテーションを徹底的に鍛えた仲。ご
み減量の大切さを小学生が楽しみながら
学ぶ合宿「ＺＥＲＯ　ＷＡＳＴＥ ＣＡＭＰＩＮＧ」
を提案、初出場ながら頂点を極めた。
　猛烈な勢いで増える１０桁の数字をスク
リーンに映し、のっけから会場の視線を引
きつけた。増え続ける数字が、この１年で
人類が排出したごみの総量だと明かしたう
えで、「年間２０億トン。これを減らすには子
どもたちを『エコで賢い消費者』に育てるこ
とが大切です」と訴えた。
　その方法として提案したのが、小学校高
学年が５人１組で参加する３日間のキャンプ。
自ら買い物や料理をしながら「エコポイント」
を競うのが特徴で、ポイントは環境に優し
い行動をとるたびに得られる報酬だ。歩い
て買い物に行けば１０点、食品トレーを使わ
ない食材を選べば３０点など、環境の優しさ

によって点数は異なる。
　注意すべきは料理する際に出る生ごみ
や包装用紙、食べ残しだ。「なぜならば、食
後にその重さは計測され、ポイントから引
かれるのです」と江島さん。食料廃棄の深
刻さを身をもって知ることが狙いだという。
　３人が小学校時代に体験した自然学校
と、キッズ・イベントを展開するＮＰＯに関わ
った経験をヒントに練った提案は、綿密に
計算された活動内容と論理構成が高く評

「
小
学
生
に
エコ
教
育
」
熱
弁

スライドも字だらけ。ざくざく切りました。
初めての通しリハーサルも（本番３日前の）
２８日だったんです」と大坪さんは笑う。
　コンテスト後、「実は」と話してくれたのは
奥さんだ。「大学では留学生と帰国子女に
圧倒され、人前で英語を話すことに苦手意
識ができてしまっていた。でも、久しぶりに
胸を張って好きな英語で発表する機会をも
らえた。この感覚を大切にしたい」と前を向
いた。

文部科学大臣賞（最優秀賞） 大坪直央 さん（上智大２年）、奥はんな さん（同）、江島恵莉 さん（国際基督教大２年）

Theme
1

価された。
　だが、当の本人たちは

「大学と学部が違うの
で情報共有はＳＮＳが頼
り。心が折れそうになっ
たこともありました」と
振り返る。
　１次審査通過後、全
員が集まったのは１１月
２５日。「セリフは長すぎ、

全国学生英語プレゼンテーションコンテスト

 

審
査
員
か
ら

Themes 2018
1 地球を守れ！環境教育の新しいプログラムを提案

2 外国人観光客に日本の夜の魅力をアピール！

3 アジアの特産物を欧米に売り込め！

入賞者と審査員らで記念撮影

第７回
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８
回
の
授
業
で
生
徒
の
意
識
は
変
わ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

北き
た

得え

裕
香
さ
ん
（
17
）
さ
ん
は
「
成

人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
と

聞
い
た
と
き
は
『
成
人
式
は
ど
う
な
る

ん
だ
ろ
う
』
と
い
う
こ
と
に
関
心
が
向

い
て
い
た
。
授
業
を
重
ね
て
い
く
う
ち

に
色
々
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
」
と
振
り
返
る
。

　

北
得
さ
ん
は
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
と
も

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
減
ら
す
「
プ

ラ
Ｂ
Ｙ
Ｅ
！
」
活
動
を
提
唱
し
て
い

る
。
生
徒
は
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
参
し
、

校
内
に
設
置
す
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ

ー
を
利
用
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
ゴ
ミ
と

な
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
減
ら
そ
う
と
い

う
も
の
だ
。「
こ
う
い
う
企
画
を
実
現

し
て
環
境
も
良
く
な
っ
て
行
け
ば
い
い

と
ち
ょ
っ
と
思
っ
た
」
と
話
す
北
得
さ

変わること 変わらないこと
ローンやクレジットカードの契約
親の同意なしに 18 歳でも可能に

飲酒・喫煙
現在と同じで２０歳未満は禁止

女性の結婚年齢
現在の「１６歳以上」を

男性と同じ「１８歳以上」に

ギャンブル
競馬や競輪なども
２０歳未満禁止

回 数 実 施 日 主なテーマ ※かっこ内は外部講師
第 1 回 11 月 10 日 「18 歳成人」って何？ （NPO 法人 Mielka）
第 2 回 13 日 労働者として （社会保険労務士）
第 3 回 17 日 消費者として （司法書士）
第 4 回 20 日 主権者として （弁護士）
第 5 回 27 日 「18 歳成人」どうすべきか （Mielka）
第 6 回 12 月 １日 ディベート
第 7 回 ８日 ネット社会の情報の読み方 （京大大学院生）
第 8 回 15 日 情報発信者として

　

京
都
府
宇
治
市
に
あ
る
立
命
館
宇
治
高
校
は
、

２
年
生
の
選
択
科
目
・
政
治
経
済
で
「
18
歳
成
人
」

に
関
す
る
連
続
授
業
を
行
っ
た
。
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
の
計
８
回
で
、
外
部
か

ら
も
講
師
を
招
き
、
社
会
に
参
加
す
る
こ
と
の
意
義
や
18
歳
成
人
に
移
行
し
た
際
の

課
題
を
考
え
た
。
成
人
年
齢
は
改
正
民
法
の
施
行
に
よ
っ
て
２
０
２
２
年
４
月
、
現

在
の
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
連
続
授
業
は
こ
れ
を
見
据
え
た
試
み

だ
。
担
当
教
諭
の
杉
浦
真し

ん

理り

さ
ん
（
55
）
は
「
18
歳
は
高
校
を
卒
業
す
る
年
齢
で
、

大
人
に
な
る
た
め
の
準
備
が
学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
社
会
と
接
点
を
持

ち
な
が
ら
、
市
民
と
し
て
未
来
を
形
成
す
る
力
を
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

（
読
売
新
聞
東
京
本
社 

編
集
委
員
・
渡
辺
嘉
久
）

社
会
と
つ
な
が
り
　
未
来
を
作
る

「
18
歳
成
人
」の
連
続
授
業

カ
）」
が
担
当
し
た
。
生
徒
は
模
造
紙

と
付
箋
を
使
っ
て
、
成
人
年
齢
引
き
下

げ
で
変
わ
る
こ
と
、
変
わ
ら
な
い
こ
と

な
ど
を
整
理
し
た
。

　

２
回
目
か
ら
は
社
会
と
の
関
わ
り
方

に
応
じ
て
専
門
家
が
外
部
講
師
と
し
て

参
加
し
た
。「
労
働
者
と
し
て
」
の
関

わ
り
方
の
授
業
は
特
定
社
会
保
険
労
務

士
の
杉
原
純
子
さ
ん
（
50
）
が
受
け
持

っ
た
。

　
「
ア
ル
バ
イ
ト
中
に
う
っ
か
り
よ
そ

見
を
し
て
い
て
け
が
を
し
ま
し
た
。
治

療
費
は
自
分
で
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
か
？
」

　

杉
原
さ
ん
が
問
い
掛
け
る
と
、
生
徒

か
ら
は
「
正
社
員
じ
ゃ
な
い
か
ら
」「
自

己
責
任
」
な
ど
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
考
え
も
示
さ
れ
た
。
女
子
生
徒

が
「
け
が
を
し
た
時
は
労
災
が
使
え
る
」

と
答
え
る
と
、
杉
原
さ
ん
は
「
正
解
は

払
わ
な
く
て
よ
い
」
と
述
べ
、
労
災
保

険
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

成
人
年
齢
引
き
下
げ
に
関
連
し
て
杉

原
さ
ん
は
「
社
会
の
仕
組
み
を
知
る
こ

と
で
『
こ
れ
で
い
い
の
か
な
』
と
問
題

意
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
を

よ
り
良
く
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
主
体

者
と
し
て
、
社
会
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
」
と
強
調
す
る
。

　
「
消
費
者
と
し
て
」
の
授
業
で
は
司

法
書
士
の
西
脇
正
博
さ
ん（
57
）が
「
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
決
済
で
も
使
え
る
。
気
が
付
く
と

結
構
な
支
払
額
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
」
と
注
意
を
促
し
た
。「
主
権
者

と
し
て
」
を
担
当
し
た
弁
護
士
の
諸
富

健
さ
ん
（
45
）
は
「
私
た
ち
は
国
や
自

治
体
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
税
を
納
め
て
い
る
。
税
の
使
わ
れ

方
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、

政
治
と
の
接
点
を
持
つ
こ
と
が
、
よ
り

良
い
社
会
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
と
訴

え
た
。

　

外
部
講
師
に
よ
る
一
連
の
授
業
を
終

え
た
生
徒
は
「
消
費
者
契
約
」「
飲
酒
・

喫
煙
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
」「
労
働
」「
少
年

法
」
な
ど
、
18
歳
成
人
に
関
連
す
る
テ

ー
マ
に
つ
い
て
議
論
し
、
本
来
ど
う
あ

っ
て
ほ
し
い
の
か
を
考
え
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
得
た
知
識
と
考
え
方
を

踏
ま
え
、
６
回
目
の
授
業
で
は
デ
ィ
ベ

ー
ト
を
行
っ
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

な
ど
の
契
約
が
親
の
同
意
な
し
に
18
歳

で
も
可
能
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
反

対
す
る
女
子
生
徒
は
「
若
者
が
自
己
破

産
す
る
危
険
性
が
出
て
く
る
。
経
験
不

足
に
つ
け
込
ん
だ
悪
質
商
法
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
な
る
」
と
指
摘
し
た
。
賛
成
の

女
子
生
徒
は
「
18
歳
成
人
に
は
若
者
が

自
分
で
判
断
し
、
責
任
を
も
っ
て
行
動

す
る
こ
と
へ
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
社
会
参
加
も
進
む
」
と
反
論
す
る
。

　
「
社
会
参
加
に
つ
い
て
は
、
選
挙
権

年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
時
で

も
投
票
率
は
高
く
な
か
っ
た
」

　
「
18
歳
成
人
は
私
た
ち
の
親
が
選
ん

だ
議
員
が
、
国
の
代
表
と
し
て
決
め

た
。
私
た
ち
は
そ
れ
に
合
わ
せ
る
努
力

を
求
め
ら
れ
て
い
る
」

　

議
論
は
熱
を
帯
び
た
。

　

一
連
の
授
業
で
杉
浦
さ
ん
が
重
視
し

た
の
は
「
情
報
源
」
だ
。
生
徒
は
分
析

や
主
張
の
裏
付
け
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ん
に
は
、
社
会
と
主
体
的
に
向
き
合
う

自
覚
が
う
か
が
え
た
。

　

山
下
憂
さ
ん
（
16
）
は
「
労
災
保
険

な
ど
社
会
の
仕
組
み
を
全
然
知
ら
な
か

っ
た
。
絶
対
に
必
要
な
知
識
だ
。
大
人

は
税
や
保
険
料
を
負
担
し
て
社
会
を
支

え
る
側
に
な
る
。
そ
れ
が
子
ど
も
と
の

違
い
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
」
と
話
す
。

　

成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
で
は
、
18
歳

を
新
た
に
大
人
と
し
て
受
け
入
れ
る
社

会
の
意
識
も
問
わ
れ
て
い
る
。
山
下
さ

ん
の
母
豊
子
さ
ん
（
48
）
は
「
世
の
中

を
変
え
て
い
く
力
を
持
て
る
と
自
覚
す

る
の
も
大
人
に
な
る
こ
と
だ
と
私
自
身

が
気
付
い
た
。
１
人
１
人
の
力
は
大
き

く
な
い
が
、
一
緒
に
な
れ
ば
何
か
を
変

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
し
て

く
れ
た
。

熱
帯
び
る
デ
ィ
ベ
ー
ト

社
会
の
仕
組
み
知
っ
て
問
題
意
識
を

問
わ
れ
る
大
人
側
の
意
識

情
報
に
求
め
て
お
り
、
偽
情
報
に
踊
ら

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
意
見
発
表
で
統

計
デ
ー
タ
な
ど
が
示
さ
れ
る
た
び
に
「
そ

れ
は
ど
こ
の
数
字
」「
誰
が
調
べ
た
の
」

な
ど
と
繰
り
返
し
た
だ
し
た
。
連
続
授

業
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
参
考
に
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
、
自
ら
が
フ
ェ
イ

ク
ニ
ュ
ー
ス
を
拡
散
す
る
情
報
発
信
者

と
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
締

め
く
く
っ
た
。 　

成
人
年
齢
を
引
き
下
げ
る
改
正
民
法

は
今
年
６
月
に
成
立
し
た
。
し
か
し
、

読
売
新
聞
社
が
３
～
４
月
に
実
施
し
た

全
国
世
論
調
査
で
は
「
反
対
」
56
％
が

「
賛
成
」
42
％
を
上
回
っ
て
い
た
。
外

部
の
人
材
を
活
用
し
て
授
業
を
進
め
る

の
は
、
18
歳
成
人
に
否
定
的
な
見
方
が

強
い
中
で
「
大
人
総
が
か
り
で
『
18
歳
』

を
育
て
る
取
り
組
み
が
喫
緊
の
課
題
に

な
る
」（
杉
浦
さ
ん
）
か
ら
だ
。

　

連
続
授
業
は
初
回
を
京
大
、
同
志
社

大
、
立
命
館
大
の
学
生
ら
で
作
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
Ｍ
ｉ
ｅ
ｌ
ｋ
ａ
（
ミ
エ
ル

外部講師との意見交換も活発に行われた

「１８歳成人」とは何か、を８回の連続授業で考えた

少年法適用年齢引き下げなどについてメリット、デメリットを話し合った

立
命
館
宇
治
高
校

■成人年齢の２０歳から１８歳への引き下げに伴い……

■「18 歳成人」連続授業の概要

読売新聞は記者による「18歳成人出前授業」を行います。希望する学校は読売教育ネットワーク事務局へ　☎03・3217・1967
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目
の
前
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、
漆
黒

の
宇
宙
に
浮
か
ぶ
青
い
星
・
地
球
が
映

し
出
さ
れ
た
。
地
球
の
写
真
は
宇
宙
飛

行
士
の
星
出
彰
彦
さ
ん
が
２
０
１
２

年
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
地

球
に
帰
還
す
る
直
前
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

発
信
し
た
も
の
だ
。

　
10
月
21
日
、
５
回
目
の
こ
の
日
は
東

京
海
洋
大
・
越
中
島
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東

京
都
江
東
区
）
で
同
大
大
学
院
教
授
の

刑お
さ
か
べ部

真
弘
さ
ん
（
63
）（
熱
流
体
工
学
）

の
授
業
に
臨
み
、
子
ど
も
た
ち
は
刑
部

さ
ん
が
見
せ
た
地
球
の
深
い
青
色
に
見

入
っ
た
。

　
そ
の
写
真
を
背
に
、
刑
部
さ
ん
が
語

り
出
す
。

　
「
青
い
地
球
は
、
赤
っ
ぽ
い
金
星
や

火
星
と
は
明
ら
か
に
違
う
ね
。
大
気
に

占
め
る
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
が
９
割
以

上
の
両
惑
星
に
対
し
て
、
地
球
の
大
気

に
は
二
酸
化
炭
素
が
０・
０
４
％
（
約

４
０
０
ｐｐｍ
）
し
か
な
い
。
海
や
そ
こ
で

暮
ら
す
生
物
が
二
酸
化
炭
素
を
吸
っ
て

く
れ
た
ん
だ
。
だ
か
ら
決
し
て
海
を
汚

し
て
は
い
け
な
い
よ
」

　
地
球
は
、
そ
の
表
面
に
広
く
薄
く
張

り
つ
く
海
と
、
高
度
50
キ
ロ
程
度
の
大

気
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
薄
皮
の
お

か
げ
で
、
人
間
は
苛
烈
な
宇
宙
線
を
浴

び
ず
に
済
み
、
大
気
中
に
温
室
効
果
ガ

ス
の
二
酸
化
炭
素
が
さ
ほ
ど
多
く
な
い

か
ら
熱
を
た
め
込
ま
な
い
で
済
む
。

　
「
カ
ワ
ハ
ギ
ち
ゃ
ん
も
い
る
よ
」「
ア

メ
フ
ラ
シ
も
い
る
！
」
─
。
海
草
の

ア
マ
モ
が
繁
殖
す
る
海
域
と
、
激
減
し

た
海
域
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
生
き
物
が

多
く
い
る
の
か
。

　

第
４
回
は
９
月
17
日
、
ア
マ
モ
場

が
広
が
る
横
浜
市
金
沢
区
の
人
工
海

岸
「
海
の
公
園
」
が
舞
台
。
双
方
の
海

域
に
地
引
き
網
を
入
れ
、
魚
の
量
や
種

類
を
比
較
す
る
楽
し
い
観
察
会
と
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
ア
マ
モ
の
は
え
る
海

１

３

２

　
「
好
奇
心
の
種
」
は
今
年
７
月
に
ま

か
れ
て
い
た
。

　
２
回
目
の
「
海
育
塾
」
で
、
横
須
賀

市
の
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
を
訪
れ
て

い
た
の
だ
。
こ
の
研
究
所
で
は
、
自
然

の
一
部
を
切
り
取
っ
て
再
現
し
た
実
験

用
施
設
が
あ
り
、
２
０
０
４
年
以
来
、

潮
の
満
ち
引
き
の
あ
る
環
境
下
に
ア
マ

モ
を
移
植
。
デ
ー
タ
を
と
り
続
け
て
い

る
。

　

そ
の
水
槽
前
で
、
沿
岸
環
境
研
究

グ
ル
ー
プ
研
究
官
の
渡
辺
謙
太
さ
ん

（
30
）
が
塾
生
に
解
説
す
る
。「
葉
っ
ぱ

か
ら
出
て
い
る
泡
に
注
目
で
す
。
太
陽

光
を
使
っ
た
光
合
成
に
よ
っ
て
、
ア

マ
モ
が
二
酸
化
炭
素
を
葉
か
ら
取
り
込

み
、
酸
素
を
排
出
し
て
い
る
様
子
が
見

え
ま
す
ね
」

　
陸
上
の
森
林
に
よ
る
「
グ
リ
ー
ン
カ

ー
ボ
ン
」
で
排
出
さ
れ
る
酸
素
は
目
に

見
え
な
い
。
し
か
し
、
海
中
の
ア
マ
モ

の
「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」
に
よ
っ
て
葉

か
ら
放
出
さ
れ
る
酸
素
は
、
小
さ
な
泡

と
な
っ
て
水
面
に
向
か
っ
て
上
昇
す
る

様
子
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ア
マ
モ
が
密
生
す
る
場
所
を
「
ア
マ

モ
場
」
と
い
う
。
渡
辺
さ
ん
は
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
す
る
ア
マ
モ
場
の
大
事
な

役
割
に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。「
泥
の

表
面
に
は
枯
れ
た
ア
マ
モ
の
葉
が
見
え

ま
す
ね
。
こ
の
ま
ま
泥
に
埋
ま
っ
て
い

け
ば
、
何
千
年
、
何
万
年
も
炭
素
は
大

気
中
に
出
て
き
ま
せ
ん
」

　
「
海
を
埋
め
立
て
て
ビ
ル
を
作
ら
な

け
れ
ば
ア
マ
モ
が
も
っ
と
増
え
る
の

に
。
将
来
は
、
海
を
減
ら
さ
な
い
工
夫

を
し
た
い
な
」。
ア
マ
モ
か
ら
出
る
酸

素
の
泡
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
た
小
学

４
年
、
君
塚
壮
真
君
（
９
）
の
授
業
後

の
感
想
だ
。

八景島シーパラダイス

東京海洋大
越中島キャンパス

港湾空港技術研究所

山下公園横浜

横須賀

海の公園

シーパラこども海育（うみいく）塾
「横浜・八景島シーパラダイス」が２０１５年度に社会貢
献事業として始め、横浜市や周辺の研究機関、大学、
漁業協同組合などの協力で運営されている。2018年度
は6月から19年３月まで全１０回。親子で海の生きものを
観察し、海洋環境などについて専門家などから学ぶ。
後援・横浜市温暖化対策統括本部、読売新聞東京本社

素
の
３
割
以
上
を
海
が
吸
収
し
て
く
れ

て
も
、
大
気
中
の
濃
度
が
４
５
０
ｐｐｍ
以

上
に
な
る
と
、
大
洪
水
が
起
こ
る
と
予

測
す
る
気
象
学
者
も
い
ま
す
」
と
、
刑

部
さ
ん
。
そ
の
話
を
熱
心
に
聞
い
て
い

た
小
学
１
年
生
の
中
村
一
朗
太
君（
７
）

は
東
京
海
洋
大
学
で
学
び
、
深
海
調
査

船
か
コ
ン
テ
ナ
船
の
船
長
に
な
る
の
が

夢
だ
。
中
村
君
は
「
家
で
は
無
駄
な
電

気
を
消
し
て
る
ん
だ
」
と
、
実
行
中
の

温
暖
化
防
止
策
を
話
し
た
。

自
然
と
歴
史
の
奇
跡

　
塾
の
後
半
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
保
管
さ

れ
て
い
る
国
の
重
要
文
化
財
「
明
治

丸
」
の
見
学
。
明
治
政
府
が
灯
台
巡
回

船
と
し
て
英
国
に
発
注
し
、
１
８
７
４

年
に
建
造
さ
れ
た
船
で
、
小
笠
原
諸
島

の
領
土
編
入
に
貢
献
し
た
。

　
「
世
界
第
６
位
の
広
さ
の
排
他
的
経

済
水
域
を
日
本
が
持
つ
の
も
、
こ
の
船

が
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
か
っ
た
」
と
刑

部
さ
ん
。
宇
宙
の
高
み
か
ら
見
た
地
球

と
い
う
奇
跡
と
、
ふ
だ
ん
は
気
づ
か
な

い
日
本
史
の
奇
跡
。
塾
生
た
ち
は
、
そ

こ
か
ら
何
を
感
じ
た
だ
ろ
う
か
。

地球の環境   海 のお かげ

親子で学ぶ「シーパラこども海育塾」
　「アマモは根っこからも、二酸化炭素を吸うの？」東京海洋
大大学・越中島キャンパス（東京都江東区）で開かれた「シー
パラこども海育塾」の一コマだ。地球と大気、海、二酸化炭素
などの関係を学んだ小学生たちの好奇心は、地下茎のよう
に旺盛に広がっている。
　46号に引き続き、親子で海の環境を学ぶ様子を報告する。

文・写真 ● 教育ネットワーク事務局専門委員　秋山哲也

実験水槽のアマモから光合
成によって出る酸素の泡

実験用水槽のアマモじっと見つめていた君塚君（手前）。観察窓からは積
もったアマモも観察できた

9

見
え
る「
酸
素
排
出
」

二
酸
化
炭
素
の
３
割
以
上
吸
収

た
く
さ
ん
の
生
き
物  

ア
マ
モ
場
に横浜・八景島シーパラ

ダイスのスタッフが網
を引き揚げた

地引き網にかかった
様々な種類の魚を
塾生に見せる野村
さん（左）

アマモ（中央）が減った海中。魚の数は少なかった

坂田さん（後列右端）と野村さん（同左端）

　
こ
の
海
岸
は
２
０
０
３
年
に
発
足
し

た
「
金
沢
八
景
‐
東
京
湾
ア
マ
モ
場
再

生
会
議
」
が
中
心
と
な
り
、
ア
マ
モ
場

を
大
復
活
さ
せ
た
海
岸
と
し
て
知
ら
れ

る
。
地
元
大
学
や
研
究
機
関
、
企
業
や

行
政
、
学
校
も
協
働
し
、
ア
マ
モ
の
苗

を
植
え
た
。
生
息
域
を
拡
大
し
た
ア
マ

モ
場
は
最
大
で
計
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及

ん
だ
。

食
生
活
支
え
る
豊
か
な
海

野
村
さ
ん
の
解
説
が
続
く
。

　
「
ア
マ
モ
の
葉
っ
ぱ
に
は
ワ
レ
カ
ラ

な
ど
の
小
さ
な
甲
殻
類
が
い
ま
す
。
こ

れ
が
エ
ビ
や
カ
ニ
の
餌
と
な
り
、
そ
の

エ
ビ
も
メ
バ
ル
や
ア
オ
リ
イ
カ
に
食
べ

ら
れ
ま
す
。
沖
に
旅
に
出
た
イ
カ
な
ど

は
カ
ツ
オ
や
マ
グ
ロ
が
食
べ
ま
す
」

　
外
敵
か
ら
身
を
隠
せ
る
ア
マ
モ
場
は

小
さ
な
生
き
物
た
ち
の
揺
り
か
ご
。
私

た
ち
の
食
生
活
も
支
え
る
「
豊ほ
う
じ
ょ
う饒
の

海
」
な
の
だ
。

　
後
半
は
、
塾
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
提
案
し
た
元
小
学
校
教
諭
の
坂
田
邦

江
さ
ん
（
66
）
が
講
師
と
し
て
登
壇
。

今
夏
、
こ
こ
の
ア
マ
モ
場
が
原
因
不
明

の
ま
ま
昨
年
の
半
分
以
下
に
激
減
し
た

域
か
ら
引
き
揚
げ
た
網
に
、
よ
り
多
く

の
魚
が
入
っ
た
。

　
拍
手
が
わ
き
上
が
る
な
か
、
登
場
し

た
の
は
、
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
の

飼
育
技
師
の
野
村
俊
介
さ
ん
（
40
）。

「
こ
れ
は
カ
ワ
ハ
ギ
の
仲
間
の
ア
ミ
メ

ハ
ギ
、
そ
れ
は
ア
カ
メ
バ
ル
…
…
。
細

い
口
で
餌
を
吸
い
込
ん
じ
ゃ
う
ヨ
ウ
ジ

ウ
オ
。
ア
マ
モ
場
で
た
く
さ
ん
の
生
き

物
が
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
ね
」

こ
と
を
報
告
し
た
。

　
坂
田
さ
ん
は
横
浜
市
立
金
沢
小
学
校

時
代
、
目
の
前
に
広
が
る
「
海
の
公
園
」

を
教
室
と
し
て
、
海
の
環
境
教
育
を
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
化
し
、
推
進
し
た
。
そ
の

授
業
は
今
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
「
埋
め
立
て
地
が
広
が
っ
た
東
京
湾

で
は
、『
ア
マ
モ
場
』
が
激
減
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
が
命
輝
く
海
を
求
め
て

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
」
と
坂

田
さ
ん
。
坂
田
さ
ん
の
強
い
思
い
は
、

子
供
た
ち
の
胸
に
根
を
下
ろ
し
続
け
る

に
違
い
な
い
。

星出彰彦宇宙飛行
士が２０１２年、国際

宇宙ステーションから
撮影した地球の海と

大気

明治丸の甲板で塾生に説明する刑部教授

　
そ
の
大
き
な
吸
収
源
が

海
だ
。
し
か
し
、
現
在
は

二
酸
化
炭
素
を
日
本
人
１

人
で
年
間
３
ト
ン
（
炭
素

換
算
）、
世
界
全
体
で
は

年
間
約
94
億
ト
ン
（
同
）

も
排
出
し
て
い
る
。

　
「
大
気
中
の
二
酸
化
炭

第2部
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偏
差
値
で
は
な
く

「
卒
業
生
」で
評
価

　

第
１
部
は
、
中
央
教
育
審
議
会
長

と
し
て
「
高
大
接
続
改
革
」
を
と
り

ま
と
め
た
安
西
祐
一
郎
・
元
慶
応
義

塾
長
が
東
京
会
場
で
基
調
講
演
。

「
高
大
接
続
改
革
の
目
的
は
教
育
改

革
だ
。
産
業
・
雇
用
構
造
が
激
変
し

て
い
る
今
こ
そ
、
子
供
た
ち
が
答
え

の
な
い
問
題
に
答
え
を
出
せ
る
よ

う
、
改
革
を
急
が
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
強
調
し
た
。
大
学
に
向
け
て

「
学
生
は
本
当
に
勉
強
し
て
い
る
の

か
」
と
疑
問
を
呈
し
た
う
え
で
、「
こ

れ
か
ら
の
大
学
は
、
偏
差
値
で
は
な

く
、
卒
業
生
が
ど
う
活
躍
し
て
い
る

か
で
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
」
と

指
摘
し
た
。

　

安
西
氏
は
、
参
加
者
の
意
見
を
即

時
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
「
ク
リ
ッ
カ
ー
」
を
通
じ
て
大

阪
、
福
岡
会
場
に
も
意
見
を
求
め
、

参
加
者
の
反
応
に
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
。

激
動
す
る
時
代
に
対
応
し
た
教
育
や
進
路
指
導
の
あ
り
方
を
考
え
る「
大
学

の
実
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
主
催
・
読
売
新
聞
社
、
共
催
・
内
田
洋
行
）が
11
月

17
日
、
東
京
と
大
阪
、
福
岡
の
３
会
場
で
開
か
れ
、
約
80
人
が
議
論
に
参
加
し

た
。
会
場
は
、い
ず
れ
も
内
田
洋
行
の「
ユ
ビ
キ
タ
ス
協
創
広
場
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ａ

Ｓ
」で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）で
結
ば
れ
て
お
互
い
に
音
声
と
映
像
が

共
有
さ
れ
た
。

「
大
学
の
実
力
」調
査
、
今
年
で
終
了

　

２
０
０
８
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
き
た「
大

学
の
実
力
」
調
査
は
、
18
年
に
実
施
し
た

第
11
回
調
査
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
各

大
学
の
11
年
間
の
ご
協
力
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

東
京
・
大
阪
・
福
岡　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
結
び
議
論

大
学
の
実
力
フ
ォ
ー
ラ
ム

東京会場は3方の壁にスクリーンが置かれ、安西氏のアップ映像やクリッカーの結果、大阪・福岡会
場の様子などが映し出された（東京都中央区で）

３
会
場
巻
き
込
み

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　

第
２
部
で
は
、
読
売
新
聞
の
松
本

美
奈
専
門
委
員
が
、
全
国
６
９
２
大

学
の
最
新
情
報
を
掲
載
し
た
書
籍

「
大
学
の
実
力
２
０
１
９
」（
中
央
公

論
新
社
）
を
教
材
に
、
偏
差
値
だ
け

で
進
学
先
を
選
ぶ
危
う
さ
を
報
告
。

参
加
者
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
体
験

し
た
。

　

大
阪
会
場
で
壇
上
に
立
っ
た
進
路

指
導
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
倉
部
史
記
さ

ん
は
、
同
書
を
使
っ
て
進
路
指
導
の

模
擬
実
習
を
実
施
。
群
馬
県
立
大

間
々
高
の
飯
塚
秀
彦
教
諭
は
、
東
京

会
場
か
ら
、
調
査
結
果
を
基
に
生
徒

「大学の実力2019」
中央公論新社

好評発売中！

に
志
望
大
学
を
突
撃
取
材
さ
せ
た
経

験
を
報
告
し
た
。

　

福
岡
県
立
城
南
高
の
山
下
晃
史
教

諭
（
福
岡
会
場
）
は
、
各
会
場
の
参

加
者
を
生
徒
役
と
保
護
者
役
に
分

け
、
進
路
選
択
の
議
論
を
模
擬
体
験

さ
せ
た
。

Yomiuri Education Network
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　パソコンやスマホで SNS を使いこなし、短文でやり取りする今の
子供たちは、読解力が低下してきていると指摘されています。多く
の仕事が AI に取って代わられると言われるこれからの時代に、新聞
を教材に用いることはどのような意義があるのでしょうか。情報教
育と脳科学の専門家と一緒に、新聞を活用した学習について考えま
す。小中学校の教諭による実践発表もあります。
【日時】2月23日（土）14:00 ～ 17:00（受付開始 13:30）
【会場】読売新聞東京本社（東京都千代田区大手町 1-7-1）
【内容】

■基調講演　赤堀侃司・日本教育情報化振興会会長（情報教育）
■実践報告　山岸幸枝・東京都荒川区立汐入小学校教諭
　　　　　　櫻井直・東京都豊島区立明豊中学校教諭
■座談会　　益川弘如・聖心女子大教授（認知科学）
　　　　　　関口修司・日本新聞協会 NIEコーディネーター
　　　　　　赤堀侃司会長、山岸幸枝教諭、新聞記者
司会：秋山純子（読売新聞東京本社教育ネットワーク事務局アドバイザー）

参加者募集

【対象】教育関係者および関心のある参加希望者
【申し込み方法】

必要事項①～⑤を記入の上、メールまたは FAX、はがきでお申し込
みください。申し込み多数の場合は抽選。参加いただく方には聴講
券をお送り致します。

【締め切り】2月10日(日)
【問い合わせ】読売新聞教育ネットワーク事務局

　　　　　　03-3217-1989（平日10:00 ～ 17:00）

件名：「新聞＠スクールセミナー申し込み」
①郵便番号②住所③氏名（ふりがな）④電話番号（日中連絡可
能）⑤勤務先・学校名

【宛先】メール :ednet@yomiuri.com　FAX:03-3217-8362
はがき:〒100-8055（住所不要）
　　　  読売新聞東京本社 教育ネットワーク事務局
　　　  「新聞＠スクールセミナー係」

2月23日（土）新聞＠スクールセミナー「ＡＩ時代こそ新聞活用」



　

東
京
都
練
馬
区
の
都
立
井
草
高
校

（
内
田
圭
一
校
長
）
で
11
月
７
日
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、
三

菱
商
事
が
授
業
を
行
っ
た
。
同
校
は

卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど
が
大
学
に
進
学

す
る
が
、
そ
の
先
の
進
路
ま
で
考
え

て
ほ
し
い
と
、
１
年
生
の
秋
に
複
数

の
企
業
を
招
い
て
、
様
々
な
仕
事
に

つ
い
て
話
を
聞
く
時
間
を
設
け
て
い

る
。

　

こ
の
日
は
広
報
部
ブ
ラ
ン
ド
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
の
三
浦
豪

さ
ん
（
30
）
が
２
回
に
分
け
、
計
71

人
の
生
徒
に
講
義
を
し
た
。

　

ま
ず
、
生
徒
た
ち
に
「
三
菱
商
事

は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
か
」
と
問
い
か
け
た
。
生
徒
は

「
貿
易
な
ど
、
手
広
く
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
し
て
い
る
」
と
少
々
答
え
に

く
そ
う
な
様
子
。「
わ
か
り
に
く
い

で
す
よ
ね
」
と
三
浦
さ
ん
が
応
じ
た
。

　

な
ぜ
わ
か
り
に
く
い
か
。
一
つ
は

業
務
内
容
が
こ
れ
ま
で
大
き
く
変
化

し
て
き
て
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は

日
常
生
活
に
お
い
て
、
三
菱
商
事
の

名
前
を
目
に
す
る
機
会
が
少
な
い
こ

と
、
と
自
ら
分
析
し
た
。
三
菱
商
事

は
か
つ
て
は
貿
易
を
主
な
業
務
と
し

て
い
た
が
、
現
在
は
事
業
会
社
の
経

営
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
中

心
に
な
っ
て
い
る
。

よ
く
知
ら
れ
た
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

の
チ
ェ
ー
ン
が
事
業

会
社
の
一
例
と
し
て

紹
介
さ
れ
る
と
、
感

心
し
た
よ
う
な
声
が

漏
れ
た
。

　

事
業
会
社
は
今

や
世
界
中
に
約

１
３
０
０
。
そ
の
中

か
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
都
市
開
発
事
業
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
サ
ー

モ
ン
養
殖
事
業
な

ど
、
い
く
つ
か
の
紹

介
ビ
デ
オ
を
生
徒
に

披
露
し
た
。
サ
ー
モ

ン
の
養
殖
に
取
り
組

む
担
当
者
は
、
世
界

三
菱
商
事
の
仕
事
っ
て
？

映像などを使い説明する三菱商事の三浦さん

的
な
食
料
不
足
の
解
消
に
貢
献
で
き

る
と
話
す
。

　

同
社
で
働
く
に
は
ど
ん
な
能
力
が

必
要
か
と
い
う
質
問
に
、
三
浦
さ
ん

は
、「
た
と
え
ば
、
周
り
の
環
境
の

変
化
に
対
応
で
き
る
力
や
困
難
を
乗

り
越
え
ら
れ
る
力
が
あ
る
こ
と
、
自

ら
成
長
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
」
と
答
え
た
。

　

生
徒
の
一
人
は
「
知
ら
な
い
と
こ

ろ
で
消
費
者
の
た
め
に
働
い
て
く
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
た
。

リポート
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×
三
菱
商
事

都
立
井
草
高
校
（
練
馬
区
）

　お薦め本を５分間で発表し、会場全体の投票で一番読みたい本（チャ
ンプ本）を決める書評ゲーム「ビブリオバトル」は、昨年から中学生の全
国大会も始まった。「第２回全国中学ビブリオバトル決勝大会」が3月
24日（日）、東京都千代田区のよみうり大手町ホールで行われる。
　現在、発表する出場者（バトラー）を募集している。応募は1校につき
1人とし、校内予選優勝または学校長推薦が条件となる。決勝大会の準
決勝からは、秋田、福島、山梨、大阪、和歌山、徳島、大分の府県大会
優勝者らが出場する。
　観戦申し込みも受け付け中。詳しい開催要項は21世紀活字文化プロ
ジェクトのウェブサイトへ。
https://katsuji.yomiuri.co.jp/archives/3802

　また、1月20日（日）には同ホールで、「第５回マイナビ全国高等学校
ビブリオバトル決勝大会」が開催される。ゲストは、作家の原田マハさん
と朝井リョウさん、弁護士の三輪記子さん。大ホールでの観戦はすでに
満席だが、隣接する小ホールでのパブリックビューイングは1月15日ま
で申し込みを受け付けている。
https://katsuji.yomiuri.co.jp/archives/3524

出場者募集 観戦者募集 3月24日（日） 中学ビブリオバトル決勝大会



海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェロ
ーシップ」のメンバーが、海外のキャンパスライフをリレー連載します。留学
フェローシップの詳細はウェブサイトへ。� http://ryu-fellow.org

海
外
で
学
ぶ 

・ 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

英
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学

グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
得
た
人
生
の
教
訓

ス
イ
ス
公
文
学
園
高
等
部（
ス
イ
ス
・
ボ
ー
州
）卒
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学（
英
国
）４
年（
執
筆
時
）　

鈴
木 

友ゆ

里り

恵え�

さ
ん

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0004674954でお読みいただけます。
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が
い
ち
ば
ん
好
き
な
こ
と
の
一
つ
だ
。

　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
と
懐
の
深
さ
以

外
に
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
の
学
生
の

特
長
は
、
行
動
の
大
胆
さ
と
強
い
自

律
性
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
校

風
を
表
す
一
つ
の
伝
統
が
、
正
規
の

学
長
と
は
別
に
、
名
誉
学
長
を
学
生

が
独
自
に
選
ぶ
制
度
の
存
在
だ
。
名

誉
学
長
は
、
大
学
と
社
会
に
伝
え
る

学
生
の
声
を
代
表
し
て
い
る
。
グ
ラ

ス
ゴ
ー
の
学
生
会
が
２
０
１
４
年
、

当
時
亡
命
者
だ
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・

ス
ノ
ー
デ
ン
氏
を
名
誉
学
長
に
選
出

し
た
の
は
成
功
例
の
一
つ
だ
。
こ
れ

ば
か
り
で
は
な
い
。
在
学
中
に
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
投
票
、
イ
ギ
リ

ス
の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
や
直

近
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
全
国
規
模

の
大
学
生
・
職
員
の
ス
ト
ラ
イ
キ
な

ど
、
興
味
深
く
、
印
象
的
な
出
来
事

が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
大
き
な
社
会

の
運
動
の
最
中
、
学
生
や
職
員
た
ち

が
、
自
分
の
考
え
や
主
張
を
イ
ギ
リ

ス
流
の
民
主
的
な
方
法
に
則
っ
て
勇

気
を
持
っ
て
示
す
姿
を
見
る
機
会
に

恵
ま
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
が
グ
ラ
ス
ゴ
ー

で
、
自
分
自
身
に
つ
い
て
深
く
見
つ

め
、
何
が
好
き
で
、
自
分
が
ど
ん
な

人
間
か
を
知
る
時
間
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
人
生
は
短
い
の
だ
か
ら
、

自
分
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た

り
、
何
か
に
迷
っ
た
り
し
た
な
ら
、

偉
大
な
音
楽
文
化
と
人
々
の
人
生
が

詰
ま
っ
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー
を
学
び
の
地

に
選
ん
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
が
舞
台
の
イ
ギ
リ
ス
映

画
『
ト
レ
イ
ン
ス
ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ
』

の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
ば
を
借
り

れ
ば
、「
人
生
を
選
ん
で
、
未
来
を

選
ん
で
」
だ
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
よ
り
。

（
会
報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan 
N

ew
s 

２
０
１
８
年
９
月
６
日
）

　

グ
ラ
ス
ゴ
ー
と
い
う
名
前
を
聞
い

た
時
、
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ

る
だ
ろ
う
か
。
ウ
イ
ス
キ
ー
か
。
音

グラスゴー大学

1451年創立の、英語圏では4番目に古い
スコットランドの教育機関。出身者には、
「国富論」の著者で経済学者のアダム・
スミスや仕事率の単位にもその名が刻ま
れている発明家のジェームズ・ワットら。

エジンバラ大学とのボート対抗戦でグラスゴー大学を応援する鈴木友里恵さん（右）＝本人提供

楽
文
化
か
。
あ
な
た
が
学
生
な
ら
グ

ラ
ス
ゴ
ー
大
学
に
つ
い
て
何
か
知
っ

て
い
る
か
。
も
し
か
し
た
ら
グ
ラ
ス

ゴ
ー
も
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
も
聞
い
た

こ
と
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

私
の
学
生
生
活
か
ら
少
し
お
話
し
よ

う
。

　

私
の
名
前
は
鈴
木
友
里
恵
。
グ
ラ

ス
ゴ
ー
大
学
の
細
胞
分
子
生
物
学
部

の
４
年
生
だ
。
私
の
３
年
間
の
学
生

生
活
で
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
と
い
う
街
が

と
て
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
い
か
に

モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
が
輝
き
息
づ
く

場
所
か
、
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
は

若
者
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与

え
、
人
生
に
お
け
る
情
熱
を
見
つ
け

さ
せ
て
く
れ
る
の
だ
。

　

グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
人
々
は
、
新
し
く

来
た
人
た
ち
を
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
受

け
入
れ
て
く
れ
る
こ
と
で
英
国
内
で

も
知
ら
れ
て
い
る
。
様
々
な
背
景
や

文
化
を
幅
広
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る

現
代
的
で
柔
軟
な
考
え
方
は
、
グ
ラ

ス
ゴ
ー
大
学
の
国
際
性
に
よ
く
マ
ッ

チ
し
て
い
る
。
今
年
度
グ
ラ
ス
ゴ
ー

大
学
が
「
英
国
で
最
も
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
経
験
が
で
き
る
大
学
」

に
選
ば
れ
た
の
も
、
こ
う
し
た
側
面

の
お
か
げ
だ
。
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
で

学
ぶ
留
学
生
の
一
人
と
し
て
、
そ
れ

University
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